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越谷レイクタウンショールームのコン
セプトは「リアル」と「体感」です。「リア
ル」の部分では、自宅のインテリアをイ
メージしたキッチンの空間展示などを
ご用意。「体感」では、IHやシンクをはじ
め、お風呂のお湯はりなども実際に
使っていただけます。ここはタカラス
タンダードの172番目の最も新しい
ショールームなので、様々なコミ
ュニケーションの中から最新の
情報を全国に発信できるよう、
積極的に活動していきたいですね。

「スライドまな板」「アシストスペース」「ミドルス
ペース」の3層構造で、キッチンワークが驚くほど
効率的に。毎日の洗う・調理する・片付けると
いった作業がスムーズにできます！

こんにゃくや漬け物など汁気が
多い食材の調理も快適に。

「家事らくシンク」で、調理から片付けまでが、とってもカンタンに。

スライドまな板

アシストスペース

ミドルスペース

一番新しいショールームから、
最新の情報を全国に向けて発信していきたい。
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スライドまな板

ワークトップを汚さず、シンク上で作
業。片付けは水切りを洗うだけ。

アシストスペース

茹でこぼしもシンクからの
戻り湯がないから、清潔に。

ミドルスペース
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ホーローを再び生まれ変わらせる

売り上げ拡大の
戦略について

2020年度までにどのようにして目標を達成するか。それが真に重

要な部分です。今タカラスタンダードが注目しているのは、新築で

はなくリフォーム市場。今後の住宅事情を考えると、5年後の住宅

着工件数は今より2割程度縮小する可能性が高いと考えられま

す。しかも、分譲マンション向けキッチンのシェアは非常に高くなっ

ていますので、新築市場向けの売り上げは現状キープと考える

のが妥当だと思います。従って、2百億円の売り上げの積み増し

は、リフォーム市場を中心に5年間で2割強の拡大を目指します。

タカラスタンダードにとっての大切な営業基盤は、地方市場であること

に変わりはありません。地方市場と並行し2020年に向けて「大都市圏

のリフォーム」や「マンションリフォーム」に注力する中で、その鍵を握るの

が新たな商品群となります。キッチンでは、最高級ホーローシステムキッ

チン「レミュー」に、業界初のアクリル人造大理石「家事らくシンク」を

搭載し、さらなる進化を実現。分譲マンションでのノウハウを活かした、

リフォーム向けのシステムキッチン「リフィット」と、洗面化粧台「リジャス

ト」も発売を開始します。システムバスについても「ぴったりサイズシステ

ムバス」が、発売以来ロングランのヒット商品になっており、今後は柔

軟な現場対応が可能な「伸びの美浴室」の強化も図っていきます。

リフォームのニーズに合わせた様 な々商品がリリースされる中で、さら

なる需要喚起につながるのが商品の高付加価値化です。その一

つの起爆剤が、ホーローへの「インクジェット印刷」。今年1月、このイ

ンクジェット印刷技術により、ホーローパネル上に高精細な絵柄を自

由に表現できるEmawallインテリアタイプを発売しました。この新内

装材により、一般住宅はもちろん、ホテルやオフィスビル、駅や病院な

どに、確かな品質と新しい価値を提供することが可能になったので

す。これからは、このインクジェット技術をキッチンパネルやバスルーム

などにも展開していきます。約半世紀前に、当社はホーロー素材と

流し台を組み合わせて、ホーロー流し台という革新的な商品をつく

り上げました。水まわり機器におけるイノベーションだったと考えていま

す。そして今回、インクジェット印刷技術との結合によって、そのホー

ローを再び生まれ変わらせる。ホーローの再生（リボーン）です。
インクジェット印刷技術により、多彩な色・柄の表現が可能に。
アート作品やオリジナルデザインのパネル製作にも対応します。

＜当社がリフォーム市場において注力すべきポイント＞

2 02 0年度に向け、今がはじまりの時。

200億円

大都市圏のリフォーム市場 規模が大きく当社シェアが低い。
販売の強化を図るべく、ショールームの新設・全面改装を急ピッチで推進。

マンションリフォーム市場 住宅ストックの1割（約6百万戸）がマンションで、
その半分以上が築後15年以上のリフォーム適齢期。

■ 中期的な目標数値
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持続的な成長を目指す
タカラスタンダードでは今後の営業政策について、中期的な目標数値を2020年度・

売り上げ2千億円に設定しています。これは、5年間で10％強の拡大、年換算すれ

ば2、3％の成長です。一見すると控えめな目標と感じるかもしれませんが、瞬間風速

で2千億円を達成しても意味がなく、肝心なのは持続的な成長と考えています。現状

7％程度の営業利益率を2020年度までに10％まで引き上げる。この利益目標と規模

の拡大を両立させながら実現できる水準が、売り上げ2千億円だと判断しています。
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2000億円
営業利益率10％
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タカラスタンダード株式会社 
代表取締役社長  渡辺 岳夫

2016年、タカラスタンダードは、お客

様とのコミュニケーションを密にし、

その繋がりを活性化していくため

に、「Takara Standard News」を発

刊することとなりました。住宅設備機

器業界のリーディングカンパニーとし

て、お客様の声、市場の声に耳を傾

け、今後も新たなニーズに応える製

品づくりに努めてまいります。

2月に開催された東京・大阪の会場で中期的な
営業政策を発表しました。
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Story 
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専門業者に意見を聞いたり、
研究にはとても時間がかかりました。

幅広く活用してもらえるよう
積極的に販路を広げていきたい。

時間がかかりました。デザイン重視の部

材ということもあり、要望されるサイズに

応えるためにほぼ完全受注生産体制を

とることができたのも、プロジェクトチーム

がひとつになれたからだと感じています。

2016年はじめの発売から、Emawall

インテリアタイプはすごくいい評価をい

ただいています。従来の内装材と違

非住宅のベンドタイプは、
発売直前まで
試行錯誤のくり返し。

い、傷がつかない、変色・変質しない、

汚れが浸透しないという性能に加え

て、ユーザーの希望に応じてデザイン

できる表現力が評価されているようで

す。これからは非住宅（交通施設・公

とても可能性を秘めたパネルだと私は

思っています。

今年はじめのインテリアタイプの発売か

らしばらく経ちますが、まさにこれからが

本格的な仕事の始まりです。施工の場

所や空間はそれぞれ違うので、様々な

課題が浮かび上がってくることも考えら

れます。このパネルは上司である菅原と

一緒に担当したものでもあるし、その本

人が販路を広げてくれているので、もっ

とクオリティの精度を上げて、パネルを

バージョンアップするのが私のこれから

の仕事です。ホーローは水まわりはもち

ろん、暮らしに最適な素材ですし、自由

な発想でこのパネルの技術を活用し、

いろんな商品づくりにチャレンジしたいと

考えています。

共施設・商業施設など）やマンションを

中心に、新たな需要として例えば屋外

サインや駅のホームドアなどへの展開

も考えていきたいと思っています。

2014年末のプロジェクト立ち上げか

ら、発売まで1年と少しかかりましたが、

新しい分野への挑戦でもあり、専属で

担当した製品なので、もっと幅広く活用

してもらえるよう積極的に販路を広げて

いきたいですね。

私はプロジェクトがスタートして、しばらく

してからこのチームに参加しました。入社

時からの上司であり、師匠でもある菅原

に声をかけられたのがきっかけです。それ

からは菅原が構想を練って筋道をつく

り、私が設計に落とし込むという役割分

担で仕事を進めていきました。インテリア

パネルをカタチにしていく中で一番難し

かったのは、パネルの反りやひねりをい

かに抑えるか。非住宅用のベンドタイプ

は本当に発売直前まで試行錯誤のくり

返しでしたね。Emawallインテリアタイプ

はインクジェット印刷なので、データさえ

あれば多種多様な表現をできるのが魅

力です。使い方にすごく広がりがあり、

入社から一貫してホーローに携わる。開発部
時代はキッチンを担当し、ベストセラーとなった
「エマーユ」や「レミュー」をリリース。Emawallイン
テリアタイプの開発でも中心的な役割を果たす。

事業開発部 パネル事業課
菅原 晋

菅原課長とは師弟とも言える関係で、入社からずっ
と開発に携わる。主にキッチンの開発を担当しつつ、
Emawallインテリアタイプのプロジェクトに参加。

ヘアサロン、カフェや飲食店、さらにはオフィスの会議室など、インクジェット印刷による自由な表現力で、空間のニーズに合わせた
コーディネートを実現します。

ベースが金属なのでマグネットを使用することができ、
メモを貼ったり新たに収納スペースを設けることも可能です。

開発部　開発一課
上田 芳秀

新製品開発物語

今後はパネルのクオリティを高め、
バージョンアップさせていくのが
私の仕事。

インテリアタイプは、タカラスタンダードの新たなるフィールドへの挑戦。

ホーロー内装材

Emawallインテリアタイプは、社長の渡辺

がヨーロッパで確立されたセラミックへの

インクジェット印刷技術に着目したのが

はじまりです。その技術を研究し独自に

改良を加えることで、ホーローにも印刷

ができるようになりました。私はキッチン

の開発を担当しており、パネルについて

の知識はあったのですが、いざインテリ

アタイプの開発にかかると全然違いまし

たね（笑）。室内に施工するためには壁

の構造を知る必要がありますし、施工性

などの問題もあります。関連のある専門

業者の方に意見を聞いたり、どういう仕

様がいいかなどを研究するのに、とても
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私共がタカラスタンダードのショールームを使わせて
いただくようになって、もう7年になります。お客様をこ
こにお連れすると、ものすごく反応がいいですね。と
いうのも、タカラスタンダードの営業の方も、アドバイ
ザーの皆さんも、職人の方も、皆さんが同じ価値観
でお客様に接してくれるからです。毎月必ずショー
ルームをイベントに活用させていただいているのです
が、お客様との接点をつくるのに本当にプラスに
なっています。こんな素晴らしい関係をこれからも大
切にしたいと考えていますし、今後は少しでもお返し
していきたいですね。

熊本支店は全国的に見ても、とても平均年齢の若い支
店です。昨年10月に移転して新築オープンし、来場され
るお客様もかなり増えました。この新しくなったショールー
ムと同じくらいに見ていただきたいのが、外の大きなモ
ニュメント。熊本の英雄・加藤清正公の蛇の目紋長烏帽
子をモチーフにエマウォールで仕上げた、地元地域とのつ
ながりを大切に
する熊本支店
の象徴です。

約1年半ほど前に、キッチンのリフォームをしました。
以前のものより収納が増えて、ホットプレートなどの大
きなものがまとめて片付くので、すごく助かっています。
実際にホーローに触れると、サッと拭くだけでキレイに
なるので、すぐにこれがいいと思いました。新しいキッ
チンにはとても満足しています。

広いショールームに
は、元気いっぱいの
アドバイザーが揃っ
ています。

新しくオープンした支店を象徴する、
加藤清正公の長烏帽子をモチーフにしたモニュメント。

お付き合いをはじめた頃から、
毎月休まずイベントに使わせていただいています。

実際にホーローに触れて、これがいい！
と思いました。

新しいキッチンは、娘が絵を描いたり、
マグネットを飾ったり、とても楽しい雰囲気です。

熊本に来たら、
ぜひ熊本城を見てほしい！

昨年末にリフォームしたキッチンは、私も娘もすごく気に入って
います。料理の時に、使いたいものにダイレクトに手が届くの
がとてもいいですね。最近では料理がすごく楽しくなって、メ
ニューもおしゃれになってきました。キッチン横の壁もホーロー
パネルにしたので、磁
石が使えてとっても
便利。娘も好きなキャ
ラクターをよく描いて
くれます。

熊本のイチ押しは、何と言っても熊本城。大小
の天守閣はもちろん、加藤清正公と細川氏のそ
れぞれの時代につくられた「武者返し」など、市
街地のすぐ近くで歴史の厚みを感じることがで
きますよ。

2015年12月に木製だったキッチンをリフォーム

2014年7月に22年使ってきたキッチンをリフォーム

なるほど！ショールーム活用術
株式会社リ・ホーム熊本 専務取締役 島谷朝男 様

イチ押し！地元Walker
熊本城

User’s Voice! お客様の声
熊本市 S様邸

熊本市 N様邸

熊本県 熊本市

熊本支店ここが、
わが街スタンダード！

社屋右が蛇の目紋長烏帽子のモニュメント。
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